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⃝平成２９年
　第１回定例会（２月）

P２〜３ こんなことが決まりました

P１０〜１８ そこが聞きたい（一般質問）
P１９ 議長あいさつ

P２０〜２３ 平成29年第１・２回臨時会

P４〜６ 予算特別委員会Ｑ＆Ａ



議
案
審
議

定例会で
こんな
ことが

決まりました
1６議案、１諮問が可決、同意。

平成2９年2月

　平成2９年第１回定例議会は２月1０日から２月2４日までの15日間の会期で開催され、平成2８年度補正予算等上程さ
れた1７議案のうち1４議案が原案通り可決、２件の人事案については同意し、１諮問案については適任と決定し、新年
度一般会計予算案については否決されました。

上
峰
町
防
災
行
政
無
線
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生
命
、
財
産
の
安
全
確

保
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
情
報
伝
達
の
迅
速
化
を

図
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
施
設
を
設
置
す
る
。

　
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
２９
年
４
月
１
日

か
ら
適
用
。

上
峰
町
防
災
行
政
無
線
施
設

（
同
報
系
）整
備
事
業
の
請
負

変
更
契
約
の
締
結

　
平
成
２７
年
９
月
定
例
会
で
請
負
金
額
２
億
１
，２

３
６
万
６
，０
０
０
円
で
議
決
、
承
認
さ
れ
て
い
た

も
の
が
戸
別
受
信
機
の
減
に
よ
る
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

請
負
変
更
金
額

　
（
減
額
）

　
２
０
７
万
４
，３
８
３
円

契
約
の
相
手
方

　
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
佐
賀
支
店

全
員

賛
成

全
員

賛
成

２９年当初一般会計
予算否決!!

人
権
擁
護
委
員
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て

氏　
　
名　
久く

米め

　
硺た

く
馬ま

年　
　
齢　
７２
歳

地　
　
区　
切
通

全
員

同
意

２



議
案
審
議

氏　
　
名　
平ひ

ら
川か

わ
　
利と

し
彦ひ

こ

年　
　
齢　
６３
歳

地　
　
区　
下
津
毛

任　
　
期　

�

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
３３
年
３
月
３１
日
ま
で

氏　
　
名　
江え

頭が
し
ら

　
千ち

代よ

美み

年　
　
齢　
５５
歳

地　
　
区　
上
米
多

任　
　
期　

�

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
３３
年
３
月
３１
日
ま
で

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

教
育
委
員
会
委
員
に
次
の
方
々
が
再
任

さ
れ
ま
し
た

全
員

同
意

全
員

同
意

特別会計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
３，７5０万５千円を増額し、１１億1，７5８万円となる

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
55万９千円を増額し、９，６６1万８千円となる

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計
1６０万５千円を増額し、５億３，5４０万５千円となる

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎地方消費税交付金� 1,1９０万円
◎ふるさと納税寄附金� 21億円
◎ふるさと寄附金基金繰入金� 1４億３,８９８万９千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと納税謝礼� 11億８,３６5万2千円
◎ふるさと納税関連通信運搬費� 1,８４８万円
◎ふるさと納税ポータルサイト利用料
� ７,４４７万5千円
◎基金積立金
　・ふるさと寄附金基金� 21億2０３万９千円
　・公共施設整備基金� 1億25万４千円
◎保育所運営費� 1,25６万円
◎町道用地買収に伴う補償費� 1,2００万円
◎町民センターホール用空調設備更新工事
� ３,5００万円
◎米多浮立会場周辺用地購入費� 1,255万5千円

本会期までの累計

平成2８年度　　正予算補
３５億２，９８４万２千円増額して、総額１３７億４，４７７万９千円となる。

歳入
137億
4,477万
9千円

歳出
137億
4,477万
9千円

町税
13億6,171万円
9.9%

地方交付税
9億3,988万2千円
6.8%
国庫支出金
6億1,614万6千円
4.5%

県支出金
4億361万8千円
2.9%

繰入金
49億162万8千円
35.7％

町債
2億5,793万6千円
1.9%

寄附金
47億318万1千円
34.2%

その他
5億6,067万8千円
4.1%

総務費
93億6,343万2千円
68.1%

民生費
15億8,051万4千円
11.5%

衛生費
6億1,674万8千円
4.5%

農林水産業費
3億6,999万6千円
2.7%

土木費
2億8,164万5千円
2.0%

消防費
3億3,041万8千円
2.4%

教育費
5億4,243万3千円
3.9%

公債費
5億2,336万9千円
3.8%

その他
1億3,622万4千円
1.1%

一般会計

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

３



議
案
審
議

【
総
務
課
】

　
　
　

�

人
事
評
価
制
度
運
用
に
つ
い
て
、
平
等
性
に
基

づ
い
た
人
事
評
価
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�「
上
峰
町
人
事
評
価
制
度
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
十

分
理
解
し
、
公
正
か
つ
適
材
適
所
の
人
事
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　

�

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
利
用
者
へ
の
周
知
を
行
う
こ
と
。

ＱＡＱ

　
　
　

�

防
災
無
線
用
戸
別
受
信
機
の
設
置
の
推
進
お
よ

び
取
り
扱
い
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
財
政
課
】

　
　
　

�

通
学
福
祉
バ
ス
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
安
全
面
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

修
繕
、
点
検
等
を
迅
速
に
対
応
し
た
い
。

ＡＱＡ

　
　
　

�

庁
舎
屋
根
の
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
早
め
の
対

策
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

防
水
・
防
食
塗
装
に
よ
る
長
寿
命
化
対
策
の
費

用
算
出
の
た
め
、
調
査
設
計
等
の
予
算
計
上
を

検
討
し
た
い
。

【
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
】

　
　
　

�

鎮
西
山
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
等
の
整
備
に
つ

い
て
、
適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

既
存
遊
具
の
安
全
性
の
確
保
と
と
も
に
、
鎮
西

山
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
の
観
点
か
ら
再

整
備
を
検
討
す
る
。

ＱＡＱＡ

　
算
特
別
委
員
会��　
査
報
告

平
成
２９
年
度

予

審

　
平
成
２９
年
２
月
１０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１０
号
、
平
成
２９
年
度
上

峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、２
月
１３
日
、１４
日
、

１５
日
お
よ
び
１６
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開

催
し
慎
重
に
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
意
見
お
よ
び
要
望

は
次
の
と
お
り
で
す
。

防災無線用戸別受信機

鎮西山のアスレチック遊具

４



議
案
審
議

　
　
　

�

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
、
目
標
額
の

達
成
に
努
め
、
寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

引
き
続
き
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
財
源
の
確
保

と
と
も
に
、
寄
附
金
の
充
当
事
業
の
整
理
等
に

努
め
た
い
。

　
　
　

�

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
、

町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

同
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
移
住
定
住
促
進
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

�

国
際
交
流
に
つ
い
て
、
英
語
圏
を
含
め
た
活
発

な
交
流
の
推
進
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

引
き
続
き
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
等
の
活
用

に
よ
る
民
間
団
体
等
の
交
流
促
進
に
努
め
る
。

【
住
民
課
】

　
　
　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
の
利
用

促
進
お
よ
び
注
意
点
に
つ
い
て
の
周
知
に
努
め

る
こ
と
。

ＱＡＱＡＱＡＱ

　
　
　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
活
用
し
周
知
に
努

め
、
カ
ー
ド
の
交
付
時
に
は
丁
寧
な
説
明
を
行

う
。�

　
　
　

�

野
焼
き
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

い
周
知
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
活
用
し
周
知
に
努

め
、
現
場
で
の
指
導
に
も
対
応
す
る
。�

【
産
業
課
】

　
　
　

�

今
後
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
、
新
た
な
営
農
体

系
が
確
立
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�
国
・
県
の
施
策
に
対
応
し
な
が
ら
環
境
整
備
に

努
め
る
。

ＡＱＡＱＡ

　
　
　

�

ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
規
模
の
拡
充
を
推
進
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

広
報
等
に
努
め
、
集
客
増
加
を
図
る
。

【
建
設
課
】

　
　
　

�

町
営
住
宅
お
よ
び
駐
車
場
使
用
料
の
滞
納
に
つ

い
て
は
、
住
宅
運
営
委
員
会
に
お
い
て
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

　
　
　

�

滞
納
者
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
分
納
誓

約
な
ど
個
別
徴
収
に
努
め
、適
切
に
対
応
す
る
。

【
生
涯
学
習
課
】

　
　
　

�

町
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
体
育
施
設
の
利
用
促
進

の
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　
広
報
紙
等
で
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

ＱＡＱＡＱＡ

耕作放棄された農地

５



議
案
審
議

　
　
　

�

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
点
検
を
行

い
適
正
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　
再
点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努
め
る
。

　
　
　

�

体
育
施
設
の
月
曜
日
の
開
館
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

ＱＡＱＡ

【
文
化
課
】

　
　
　

�

発
掘
調
査
委
託
費
未
納
問
題
に
つ
い
て
、
逐
次

進
捗
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

訴
訟
の
経
過
等
進
捗
状
況
を
注
視
し
、
逐
次
報

告
す
る
。

　
　
　

�

文
化
財
発
掘
調
査
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
周

知
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等
に
て
積
極
的
な
周

知
に
取
り
組
む
。

【
教
育
課
】

　
　
　

�
い
じ
め
等
の
未
然
防
止
の
た
め
、
学
校
側
と
の

連
携
を
密
に
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

情
報
共
有
等
連
携
を
密
に
し
、
い
じ
め
等
の
未

然
防
止
に
努
め
る
。

　
　
　

�

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
楽
器
に
つ
い
て
、
老
朽
化

し
て
お
り
買
い
替
え
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

老
朽
化
し
て
い
る
楽
器
に
つ
い
て
順
次
買
い
替

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

え
を
行
う
。

　
　
　

�

中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
へ
の
切
り
替
え
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

中
学
校
に
て
検
討
す
る
。

　
　
　

�

学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
町
内
か

ら
参
入
で
き
る
よ
う
な
契
約
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
。

　
　
　

�

既
に
文
部
科
学
省
が
定
め
る
「
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
」
に
従
っ
て
学
校
給
食
調
理
等
業
務

を
実
施
で
き
る
事
業
者
を
町
内
外
か
ら
広
く
募

集
し
て
い
る
。�

ＱＡＱＡ（
少
数
意
見
）
学
校
給
食
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
費
補
助
金
４
，２
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
健
全
な
財
政
運

営
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
く
恐
れ
が
あ
り
、
完
全
無

料
化
か
ら
で
な
く
、
一
部
無
料
化
等
か
ら
段
階
的
な

補
助
が
適
切
で
あ
る
。

　
ま
た
、
補
助
金
に
関
す
る
事
前
説
明
が
不
充
分
で

あ
り
、
補
助
金
の
取
り
扱
い
が
不
透
明
で
あ
る
と
と

も
に
、
今
回
の
当
初
予
算
は
、
骨
格
予
算
計
上
と
し

て
、
新
規
事
業
は
除
い
た
予
算
計
上
と
す
べ
き
で
あ

る
。

中央公園

6



議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９1０

向
井　
正

吉
田　
豊

田
中
靜
雄

碇　
勝
征

漆
原
悦
子

井
上
正
宣

吉
富　
隆

大
川
隆
城

原
田　
希

寺
﨑
太
彦

○は賛成　×は反対

第１回定例会

１ 上峰町防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

２ 上峰町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

３ 教育振興基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

４ 上峰町税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

５ 上峰町通学福祉バス運営基金条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６ 平成2８年度上峰町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ × ○ × 欠 × ○ × 〇

７ 平成2８年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

８ 平成2８年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

９ 平成2８年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

1０ 平成2９年度上峰町一般会計予算 否決 ○ ○ × ○ × × × ○ × －

11 平成2９年度上峰町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

12 平成2９年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

1３ 平成2９年度上峰町土地取得特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

1４ 平成2９年度上峰町農業集落排水特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

15 上峰町防災行政無線施設（同報系）整備事業の請負変更契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ －

1６ 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

1７ 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

― 人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

― 予算特別委員会審査報告書 否決 ○ ○ × ○ × × × ○ × －

第１回臨時会

1８ 平成2９年度上峰町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２回臨時会

1９ 上峰町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

2０ 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

21 平成2９年度上峰町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

平成2９年�第1回定例会・第1・２回臨時会�議案賛否表

７



予

算

平成２９年２月定例会
平成２９年度一般会計予算、否決！！

　
今
回
、
一
般
会
計
予
算
が
歳
入
、
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
１
０
９
億
２
，６
６
９
万
２
，

千
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
案
審
議
、

討
論
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
４
、
反
対
５
、

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
討
論

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
吉
富
　
隆 

議
員

　
反
対
の
立
場
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
１
点
目
、
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
、

１２
月
定
例
会
で
も
申
し
上
げ
た
が
、
段
階

的
に
や
る
べ
き
だ
と
い
う
判
断
に
至
っ

た
。
平
成
２８
年
９
月
定
例
会
の
途
中
に
新

聞
で
無
料
化
の
こ
と
を
知
っ
た
。
何
ら
か

の
形
で
議
会
に
対
し
説
明
が
あ
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
が
、
何
の
説
明
も
な
く
１２
月

定
例
会
で
予
算
計
上
が
な
さ
れ
て
い
た
。

綿
密
に
協
議
を
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

よ
う
要
望
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
何

の
報
告
も
な
い
。

　
今
回
の
２
月
定
例
会
は
、
町
長
選
前
な

の
で
、
骨
格
予
算
だ
と
思
う
が
そ
う
で
あ

れ
ば
、
こ
こ
に
予
算
計
上
す
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
考
え
る
。

　
も
う
１
点
、ふ
る
さ
と
納
税
の
関
係
で
、

こ
れ
ま
で
２
，４
０
０
万
円
で
一
部
委
託

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
当
初
予
算
で
は
１

億
６
０
０
万
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

内
容
は
理
解
を
し
た
が
、
４０
億
か
ら
４５
億

反
対

の
お
金
を
動
か
す
と
こ
ろ
を
丸
投
げ
と
い

う
形
は
い
か
が
な
も
の
か
。
上
程
前
に
議

会
と
の
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
１２

月
定
例
会
か
ら
要
望
し
て
き
た
。
返
礼
品

の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、昨
年
の
６
月
、

９
月
、
１２
月
、
そ
し
て
今
議
会
も
質
問
を

出
し
た
。

　
や
は
り
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で
納
得
の

い
く
説
明
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
こ
う
い
う

問
題
は
起
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
説
明
不

足
だ
。

　
　
　
　
吉
田
　
豊 

議
員

　
私
は
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
に
参
加
し

た
い
。

　
今
朝
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
み
ん
な

の
声
代
表
か
ら
、
昨
日
寺
﨑
議
長
へ
「
１
，

１
２
９
人
分
の
給
食
費
無
料
化
実
現
を
求

め
る
賛
同
者
の
署
名
を
提
出
さ
れ
た
」
と

あ
っ
た
。
私
が
想
像
す
る
に
、
２
月
１０
日

の
補
正
予
算
可
決
の
報
道
の
折
に
、「
否
決

も
あ
り
得
る
」
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
危
機
感
を
持
た
れ
た
児
童
、

生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
上
峰
町
議
会

に
対
し
て
小
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化
実

現
に
向
け
て
の
署
名
活
動
を
な
さ
れ
た

結
果
で
は
な
い
か
と
思
う
。
１０
日
余
り
で

こ
れ
だ
け
の
署
名
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と

は
、
時
間
を
か
け
れ
ば
町
民
の
ほ
と
ん
ど

賛
成

の
人
が
無
料
化
を
望
ま
れ
て
い
る
と
判
断

す
べ
き
で
あ
る
。
財
政
的
に
も
問
題
は
な

い
と
い
う
執
行
部
の
説
明
も
あ
っ
て
い
る

の
で
、
町
民
の
代
表
で
組
織
さ
れ
て
い
る

町
議
会
は
町
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
と
め

る
な
ら
ば
、
全
員
賛
成
で
議
決
さ
れ
る
べ

き
案
件
で
あ
る
と
判
断
し
、
私
は
賛
成
す

る
。

　
　
　
　
田
中
靜
雄 

議
員

　
こ
の
原
案
に
つ
い
て
は
反
対
の
立
場
で

討
論
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
昨
年
の
１２
月
定

例
会
で
も
発
言
し
た
が
、
町
民
は
長
い
間

辛
抱
、
我
慢
を
重
ね
て
き
た
。

　
住
民
が
、
要
望
を
出
し
て
も
仲
々
受
け

入
れ
て
も
ら
え
な
い
、
先
へ
進
ま
な
い
。

先
ず
は
住
民
が
今
ま
で
、
長
い
間
辛
抱
し

て
き
た
こ
と
が
ら
を
穴
埋
め
し
て
い
く
こ

と
が
先
決
だ
と
私
は
思
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
他
の
市
町
で
も
学
校
給
食
費
の
無
料

化
が
、こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い
く
と
思
う
。

　
そ
こ
で
他
の
市
町
に
遅
れ
を
と
ら
な
い

よ
う
に
私
は
段
階
的
な
無
料
化
の
方
向
で

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
を
重

ね
て
き
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
一
気
に

完
全
無
料
化
の
方
向
に
は
反
対
の
立
場
で

あ
る
。

反
対
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予

算

　
　
　
　
碇
　
勝
征 

議
員

　
私
は
賛
成
の
立
場
で
討
論
す
る
。

今
回
の
特
別
委
員
会
の
中
で
財
政
的

な
問
題
、
そ
れ
か
ら
、
段
階
的
に
や

る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
議
論

等
々
あ
っ
た
が
、
こ
の
財
政
問
題
に

つ
い
て
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る
と
お

り
町
債
の
問
題
、
基
金
、
公
債
比
率

の
問
題
、
そ
れ
か
ら
将
来
比
率
の
問

題
を
見
て
も
、
ま
さ
に
財
政
健
全
化

に
達
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
、
先
ほ
ど
あ
っ
た
よ
う

に
署
名
が
出
さ
れ
て
い
る
。
千
何
百

名
の
方
が
切
実
な
思
い
で
給
食
費
無

料
化
に
つ
い
て
は
願
望
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
報
道
さ
れ
た
中
身
な

り
、
今
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
中
で
理
解

し
た
。

　
給
食
費
無
料
化
す
る
こ
と
に
よ
り

家
庭
の
経
済
的
な
緩
和
に
も
つ
な
が

り
、
学
力
向
上
に
も
必
ず
や
、
つ
な

が
る
と
理
解
を
す
る
。
今
回
の
基
金

の
額
を
見
る
と
、
報
告
に
よ
り
、
３

月
ま
で
に
は
４５
億
円
程
度
の
寄
附
が

集
ま
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
も
聞
い

て
お
り
、
こ
の
寄
附
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
５
割
の
お
返
し
を
す
る

な
り
、
送
料
込
み
の
６
割
前
後
等
々

あ
る
し
、
寄
附
さ
れ
た
中
身
に
つ
い

賛
成

て
は
、寄
附
者
の
願
い
で
あ
る
教
育
、

福
祉
、
地
域
環
境
、
そ
れ
に
町
長
お

任
せ
等
々
に
投
入
で
き
る
大
き
な
ふ

る
さ
と
納
税
と
思
う
。
こ
の
財
政
問

題
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
後
押
し
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
、
今

回
の
平
成
２９
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
、
前
に
推
し
進
め
て
も
ら

え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
原
田
　
希 

議
員

　
そ
も
そ
も
、
町
長
の
改
選
直
前
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の
平

成
２９
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

新
首
長
の
も
と
で
行
う
と
い
う
考
え

方
で
当
然
、
骨
格
予
算
で
あ
る
べ
き

だ
。

　
今
回
提
案
の
予
算
に
つ
い
て
町
長

は
、
追
い
炊
き
予
算
と
言
わ
れ
る

が
、
肉
づ
け
の
予
算
と
同
様
で
新
規

の
政
策
的
な
経
費
が
追
加
さ
れ
た
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
追
い
炊
き

な
ら
ば
６
月
の
補
正
で
や
る
の
が
自

然
で
は
な
い
か
と
思
う
し
、
ま
た
新

規
の
政
策
的
な
経
費
の
部
分
に
つ
い

て
も
、
政
策
的
な
議
論
が
不
十
分
。

も
っ
と
多
様
な
視
点
で
議
論
が
必
要

だ
と
思
う
。

　
今
回
、
政
策
的
議
論
を
必
要
と
す

反
対

る
経
費
を
除
い
た
人
件
費
等
の
最
低

限
必
要
な
義
務
的
経
費
を
計
上
す

る
、
そ
う
い
う
骨
格
予
算
で
あ
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。ま
た
加
え
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
は
、
詳
し
く
説
明
を
い
た
だ
い
た

の
で
金
額
の
増
額
は
理
解
す
る
が
、

業
務
委
託
を
受
け
て
い
る
業
者
が
返

礼
品
も
納
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
。
返
礼
品
の
納
入
業
者

が
納
税
業
務
を
請
け
負
っ
て
他
の
返

礼
品
納
入
業
者
の
選
定
ま
で
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
も
っ
と
協
議
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
大
川
隆
城 

議
員

　
賛
成
の
立
場
で
発
言
す
る
。
給
食

費
無
料
化
の
件
は
こ
れ
ま
で
予
算
の

面
で
も
余
力
が
出
た
中
か
ら
継
続
実

施
可
能
で
あ
り
、
負
担
軽
減
し
た
分

で
色
々
と
教
育
面
の
充
実
に
つ
な
が

り
、
ま
た
子
ど
も
は
町
の
宝
と
い
う

考
え
に
沿
っ
て
子
育
て
支
援
の
強
化

に
よ
り
他
地
区
か
ら
の
人
口
流
入
増

も
期
待
で
き
る
し
加
え
て
町
民
か
ら

無
料
化
を
願
う
声
が
わ
ず
か
１０
日
間

く
ら
い
で
千
百
数
十
名
の
署
名
が
集

ま
っ
た
こ
と
で
も
い
か
に
切
望
さ
れ

賛
成

て
い
る
か
の
証
し
で
あ
る
。
現
在
少

子
化
の
影
響
は
そ
う
ま
で
な
い
が
将

来
的
に
は
そ
の
傾
向
が
予
測
さ
れ
る

の
で
今
の
う
ち
に
対
策
を
講
じ
た
い

と
し
て
の
無
料
化
の
提
案
で
あ
る
の

で
、
是
非
実
現
す
べ
き
こ
と
だ
と
判

断
す
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
件
で
２８

年
度
の
４０
数
億
円
に
つ
い
て
は
総
て

委
託
業
者
へ
の
丸
投
げ
だ
と
の
意
見

が
あ
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は

許
容
範
囲
内
で
あ
り
、
額
的
に
は
２７

年
度
の
倍
以
上
と
な
り
、
取
扱
い
件

数
も
２５
万
件
以
上
で
あ
り
遅
滞
な
く

対
処
す
る
た
め
の
専
門
的
な
人
を
増

員
す
る
た
め
に
費
用
を
増
額
し
た
も

の
で
、
そ
の
結
果
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

に
よ
り
４０
数
億
円
の
ふ
る
さ
と
納
税

と
し
て
の
成
果
が
上
が
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
今
後
に
お
い
て
も
担
当
課

は
も
ち
ろ
ん
委
託
先
の
職
員
そ
れ
ぞ

れ
が
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
は
き
ち
ん
と

チ
ェ
ッ
ク
し
、
各
方
面
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
さ
ら
に
納
税
額
が
、
そ
の

成
果
が
向
上
す
る
よ
う
に
努
力
し
て

ほ
し
い
と
思
う
。
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一
般
質
問

一般
質問
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

問
個
人
お
よ
び
法
人
税

は
１
～
２０
番
ま
で

は
、
４
，２
０
０
万
円
で

法
人
が
、
５
６
６
万
５
，

０
０
０
円
で
あ
り
町
全

体
に
す
る
と
、
大
き
な

金
額
に
な
る
。
町
の
財

政
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
り
担
当
課
に
お
い
て

は
、
今
後
も
努
力
を
お

願
い
す
る
。

答
税
務
課
長　
平
成
２９

年
度
に
つ
い
て
は
、

滞
納
縮
減
に
む
け
て
努

力
す
る
。

滞
納
問
題
に
つ
い
て

町
税
全
体
の
徴
収
率
の

向
上
に
つ
と
め
る

答
創
生
室
長　
受
託
業

者
と
関
係
者
と
連
携

を
密
に
し
て
努
力
を
す
る
。

問
返
礼
品
に
つ
い
て

は
、肉
が
一
番
人
気

商
品
で
あ
り
、佐
賀
牛
お

よ
び
上
峰
牛
は
、返
礼
品

に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
。

答
町
長　
現
在
、
上
峰

牛
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

は
、
今
は
な
い
の
で
、

返
礼
品
に
使
用
し
て
い

な
い
。

問
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
上

峰
牛
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答
町
長　
上
峰
牛
を
Ｐ

Ｒ
す
る
よ
う
な
掲
載

は
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う
。
誤
解
を
招
く
表
現

が
あ
る
動
画
、
あ
る
い

は
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の

表
記
に
つ
い
て
は
、
直

ち
に
訂
正
を
指
示
す
る
。

問
今
後
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
返

礼
品
に
つ
い
て
は
、
佐

賀
牛
お
よ
び
上
峰
牛
を

消
費
し
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
上
峰
肉
の
商
店

に
も
一
部
委
託
を
お
願

い
す
る
。

答
創
生
室
長　
今
後
に

つ
い
て
は
、
担
当
課

で
協
議
す
る
。

問
町
長
は
、
本
議
会
の

中
で
、私
に
対
し
て
、

予
算
書
を
見
て
い
な
い

と
か
、
財
政
に
は
理
解

が
全
く
さ
れ
て
い
な
い

と
発
言
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
に
は
、
課

長
に
対
し
て
、
中
学
生

の
能
力
し
か
な
い
と
発

言
さ
れ
て
い
る
。
町
長

の
言
動
に
つ
い
て
、
本

当
に
許
し
が
た
い
問
題

だ
と
思
っ
て
い
る
。

６
月
の
議
会
で
も
、
ふ

る
さ
と
納
税
及
び
、
町

長
の
言
動
に
つ
い
て
質

問
を
す
る
。

答
町
長　
給
食
費
無
償

化
の
文
脈
で
、
議
員

は
ふ
る
さ
と
納
税
が
下

支
え
し
て
い
る
と
、
ふ

る
さ
と
納
税
が
財
源
の

よ
う
な
表
現
を
い
つ
も

さ
れ
る
の
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
は
財
源
に
充
て

て
い
な
い
と
、
財
務
活

動
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
部

分
で
、
１
億
１
，０
０
０

万
円
、借
金
の
償
還
ピ
ー

ク
か
ら
押
し
下
げ
た
中

か
ら
、
４
，０
０
０
万
円

を
今
回
子
ど
も
に
振
り

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
表
現
を
し

た
。
議
員
は
し
っ
か
り

解
か
っ
て
お
ら
れ
る
ん

だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
理

解
を
し
て
い
た
だ
け
な

い
の
で
、
興
奮
し
た
状

態
で
こ
の
よ
う
な
表
現

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

町
長
の
言
動
に
つ
い
て

誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
答
弁
に
努
め
る

問
平
成
２８
年
度
、
１
年

間
で
の
寄
付
の
金
額

は
、
４５
億
と
聞
い
て
い

る
。
１２
月
の
１
ヵ
月
で

は
、
寄
付
者
は
、
１０
万

件
あ
り
金
額
は
、
１８
億

２
，０
０
０
万
円
で
あ

り
、
そ
の
寄
付
金
が
本

町
の
貴
重
な
財
源
で
あ

り
、
ま
た
返
礼
品
の
調

達
お
よ
び
配
送
の
遅
れ

は
な
い
か
。

ふるさと納税について

引き続き積極的に取り組む

吉富　隆 議員

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 １0



一
般
質
問

向井　正 議員

た
。
巣
に
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
れ
ば
、
イ
ノ

シ
シ
用
の
犬
で
の
駆
除

と
い
う
こ
と
も
、
猟
友

会
の
方
で
考
え
て
い
る
。

問
今
後
の
駆
除
対
策
と

し
て
、
箱
わ
な
免
許

取
得
費
補
助
も
含
め
、

行
政
・
猟
友
会
・
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が

必
要
で
は
。

答
産
業
課
長　

猟
友

会
、
鳥
越
地
区
と
一

体
と
な
り
対
策
を
進
め

て
い
き
、
ま
た
、
わ
な

の
軽
量
化
、
わ
な
免
許

取
得
費
補
助
、
職
員
の

免
許
取
得
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

問
最
近
各
地
で
イ
ノ
シ

シ
の
生
息
数
が
増
え

て
お
り
、
本
町
の
山
間

部
に
お
い
て
も
被
害
が

絶
え
ず
、
ま
た
、
１
月

に
は
日
中
に
古
墳
公
園

周
辺
の
人
の
往
来
の
多

い
場
所
に
出
没
す
る
な

ど
、
住
民
に
危
害
が
お

よ
ぶ
危
険
性
も
あ
り
、

何
ら
か
の
対
応
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

答
産
業
課
長　
外
記
の

溜
池
周
辺
に
出
没
し

て
い
る
イ
ノ
シ
シ
の
件

だ
が
、
数
ヵ
所
に
巣
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
、
１
ヵ
所
だ
っ

た
箱
わ
な
を
東
西
２
ヵ

所
に
設
置
し
、
加
え
て

く
く
り
わ
な
を
設
置
し

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
は

わ
な
免
許
取
得
の
推
進
、
補
助
の
検
討

地
域
再
生
計
画
の
進
捗
は

来
年
度
、
道
の
駅
基
本
構
想
お
よ
び
計
画

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
の
準
備
は

３
月
２６
日
開
催

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
３
月
２６
日
開
催
と
い

う
こ
と
だ
が
、
大
会

開
催
案
内
等
の
状
況
は
。

答
創
生
室
長　
町
の
広

報
紙
２
月
号
で
案
内

し
て
い
る
が
、か
な
り
身

体
に
負
荷
の
か
か
る
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
、基
本
的

に
は
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ

プ
や
ト
レ
ラ
ン
協
会
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
募
集

経
路
か
と
思
っ
て
い
る
。

問
地
域
再
生
計
画
に
は

具
体
的
な
地
域
活
性

化
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
、

道
の
駅
事
業
が
主
体
事

業
と
な
る
わ
け
だ
が
、

国
へ
の
申
請
計
画
は
。

答
創
生
室
長　
道
の
駅

に
関
し
て
は
基
本
構

想
、
基
本
計
画
の
策
定

を
考
え
、
具
体
的
な
内

容
を
煮
詰
め
て
い
き
、

策
定
の
中
で
財
源
確
保

の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、

地
域
再
生
計
画
を
検
討

し
、
必
要
で
あ
れ
ば
認

定
申
請
を
行
う
流
れ
に

な
る
。

問
こ
の
地
域
再
生
計
画

は
昨
年
か
ら
話
が
出

答
創
生
室
長　
他
の
自

治
体
の
例
を
見
て

も
、
道
の
駅
に
さ
ま
ざ

ま
な
公
的
施
設
を
あ
わ

せ
て
整
備
し
て
お
り
、

な
お
定
員
は
７５
名
を
予

定
し
て
い
る
。

問
住
民
の
皆
さ
ん
に
も

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
大

会
か
、
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
必
要
で
は
。

答
創
生
室
長　
チ
ラ
シ

作
成
、
立
て
看
板
等

の
用
意
も
含
め
、
認
識

し
て
も
ら
え
る
よ
う

や
っ
て
い
く
。

て
お
り
、大
分
煮
詰
ま
っ

て
い
る
状
況
か
と
思
っ

て
い
た
が
。

答
創
生
室
長　
も
う
少

し
早
い
時
期
を
示
し

て
い
た
が
、
道
の
駅
整

備
の
財
源
と
し
て
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

も
あ
る
が
、
ほ
か
に
も

各
省
庁
の
補
助
金
や
、

地
方
創
生
の
交
付
金
の

メ
ニ
ュ
ー
、
ま
た
、
民

間
資
金
の
活
用
策
等
も

あ
り
、
財
源
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
道
の
駅
を
主
体
に
し

た
総
合
的
な
取
り
組

み
な
の
か
。

そ
う
い
っ
た
も
の
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

ほ
か
に

○�

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
概
要
に
つ
い
て

３月2６日に開催され、元気にスタートする参加者
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一
般
質
問

誘
致
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
基
本
構
想
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
準
備

を
し
て
い
る
。�

問
上
峰
町
を
囲
む
周
辺

の
市
、
町
は
目
に
見

え
る
形
で
企
業
が
進
出

し
て
い
る
。
我
が
町
も

遅
れ
な
い
よ
う
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
が
。

答
町
長　
企
業
誘
致
は

本
町
と
し
て
も
進
め

て
い
く
。

　

農
業
関
連
産
業
の
分

野
に
ぜ
ひ
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で

を
利
用
す
る
よ
う
案
内

し
て
い
る
。

組
ん
で
い
く
。

答
教
委
事
務
局
長　
二

度
の
振
替
で
も
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
納
付

書
を
同
封
し
、
直
接
農

協
で
納
め
て
い
た
だ
く
。

ま
た
督
促
状
を
送
り
、

債
権
の
確
認
と
納
付
計

画
書
の
提
出
を
通
知
す

る
。要望

学
校
給
食
は
教
育
の

一
環
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
給
食

費
未
納
０
件
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問
町
内
に
永
住
す
る
た

め
に
は
働
く
場
所
が

必
要
で
「
雇
用
促
進
の

町
」
と
し
て
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。
道
の
駅

構
想
、
農
業
関
連
技
術

拠
点
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
誘
致
、

農
産
物
加
工
施
設
等
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
創
生
室
長　
新
規
就

農
者
を
生
み
出
す
先

進
的
農
業
人
材
の
育
成

に
取
り
組
み
、
儲
か
る

農
の
上
峰
塾
を
開
催
し
、

人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

多
様
な
業
態
の
企
業
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
に
も

準
備
を
進
め
て
い
る
。

は
も
っ
て
い
な
い
。
不

足
す
る
場
合
は
庁
舎
周

辺
、
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

問
給
食
費
未
納
者
に
対

し
て
は
地
域
の
保
護

者
が
集
金
し
て
い
た
が

個
人
情
報
保
護
法
と
か

で
取
り
や
め
に
な
っ
た
。

現
在
は
未
納
者
が
い
る

状
態
だ
が
、
滞
納
者
が

出
な
い
よ
う
対
策
を
立

て
実
行
す
る
の
は
教
育

委
員
会
の
つ
と
め
と
思

う
が
。

答
教
育
長　
学
校
が
集

め
て
い
る
お
金
で
私

会
計
で
あ
る
。
教
育
委

員
会
が
所
掌
し
て
い
る

こ
と
で
も
な
い
。
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委
員
会

と
協
力
し
な
が
ら
取
り

人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
は

基
本
構
想
の
策
定
を
円
滑
に
進
め
る

学
校
給
食
費
の
未
納
対
策
は

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委
員
会
と

協
力
し
取
り
組
む

中学校体育館北側駐車場

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

田中　靜雄 議員

ほ
か
に

○�

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

の
散
布
と
か
、
草
が
生

い
茂
っ
て
排
水
不
良
の

状
態
な
の
で
引
き
続
き

維
持
管
理
に
努
め
る
。

問
飽
和
状
態
を
解
消
す

る
た
め
に
新
た
に
駐

車
場
を
確
保
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
駐

車
場
の
拡
張
、
ま
た

新
た
に
確
保
す
る
計
画

問
中
学
校
周
辺
の
駐
車

場
は
毎
週
土
・
日
曜

日
は
満
車
状
態
に
な
る
。

ま
た
、
体
育
館
北
側
の

駐
車
場
は
雑
草
が
生
え
、

降
雨
時
は
足
元
が
悪
い
。

舗
装
、
排
水
対
策
等
の

整
備
を
し
て
ほ
し
い
が
。

答
教
委
事
務
局
長　
舗

装
の
計
画
は
持
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
砂
利

中学校周辺の
駐車場整備の考えは

引き続き維持管理に努める
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一
般
質
問

は
一
緒
で
あ
る
。
全
て

の
議
員
が
、
子
ど
も
は

町
の
宝
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
同
一
で
あ
る
。

少
々
予
算
が
多
く
必
要

に
な
る
か
も
知
れ
な
い

が
佐
賀
県
で
一
番
で
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。
他
町

よ
り
、
一
歩
前
に
出
る
、

と
い
う
こ
と
は
、
こ
う

い
う
こ
と
だ
。

問
実
現
町
村
の
有
無

を
聞
い
て
い
る
の

で
は
無
い
。

答
住
民
課
長　
安
価
で

も
、
上
峰
町
で
届
け

る
保
護
者
に
記
念
品
と
し

て
喜
ば
れ
る
贈
答
品
が
な

い
か
を
調
整
中
で
あ
る
。

今
後
支
給
対
象
条
件
を
含

め
て
検
討
す
る
。

要望
所
得
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、
親
の
喜
び

要望
町
長
も
８
年
間
町
民

に
ガ
マ
ン
を
強
い
て

き
た
。「
今
後
は
町
民
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
る
」
と
の

意
向
を
公
言
し
た
。
今

後
、
各
課
長
は
町
長
に

要
望
し
て
実
現
す
る
よ

う
に
努
力
し
て
欲
し
い
。

予防・健康増進プログラムの様子

問
現
在
は
８５
％
、
そ
れ

以
上
の
減
免
を
望
む
。

答
住
民
課
長　
平
成
２９

年
度
案
と
し
て
、
国

で
は
段
階
的
無
償
化
を

計
画
し
て
い
る
。

問
国
の
計
画
内
容
は
。

答
住
民
課
長　
現
在
の

基
準
（
案
）
は
町
民

税
非
課
税
世
帯
の
第
２

子
以
降
は
無
料
、
年
収

３
６
０
万
円
未
満
世
帯

の
負
担
軽
減
、
ひ
と
り

親
世
帯
の
軽
減
措
置
を

さ
ら
に
拡
充
す
る
。
二

人
親
世
帯
で
も
３
６
０

万
円
相
当
の
所
得
割
課

税
額
で
も
４
段
層
判
定

分
離
し
て
年
齢
撤
廃
に

よ
る
負
担
額
の
減
免
等

問
今
日
の
上
峰
町
を
築

き
上
げ
ら
れ
た
先
人

の
功
績
に
感
謝
す
る
気

持
ち
は
無
い
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
生

産
労
働
人
口
層
と
総

人
口
は
減
少
傾
向
に
あ

問
介
護
保
険
制
度
の
負

担
割
合
増
の
改
正
阻

止
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
立

法
機
能
を
有
す
る
国

会
の
権
能
で
あ
る
。
地
方

自
治
体
の
私
ど
も
は
、
法

律
内
容
に
対
し
て
粛
々
と

業
務
を
行
う
の
み
で
あ
る

と
解
し
て
い
る
。

問
私
は
介
護
保
険
を
使

う
こ
と
の
な
い
よ
う

な
健
康
な
老
人
を
つ
く

る
た
め
の
「
施
策
を
何

か
考
え
ろ
！！
」
と
言
っ

て
い
る
。
市
町
村
は
、

国
の
下
請
け
機
関
で
は

無
い
。
２
０
０
０
年
の

法
改
正
で
国
と
地
方
は

同
等
の
地
位
と
な
っ
て

い
る
。

答
健
康
福
祉
課
長　
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
方
式

で
、
体
の
機
能
の
状
態

に
応
じ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

つ
く
り
実
施
し
て
い
る
。

国
と
地
方
の
立
場
は
対

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
子
育
て

支
援
法
に
よ
る
教
育
、

保
育
に
係
る
利
用
料
金

の
減
免
措
置
の
動
向
に

注
視
し
て
い
く
。

問
国
以
上
の
さ
ら
な
る

充
実
を
求
め
る
。

答
住
民
課
長　
町
単
独

の
利
用
者
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
財
源
負

担
も
伴
う
の
で
、
財
政

課
と
も
協
議
し
段
階
的

に
見
直
し
を
行
う
よ
う

今
後
検
討
を
す
る
。

問
町
単
独
の
軽
減
も
今

後
検
討
す
る
。
と
い

う
認
識
で
よ
い
か
。

答
住
民
課
長　

お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
。

る
。
一
般
的
に
は
歳
入

減
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
は
、

現
状
か
ら
縮
減
を
せ
ず
、

維
持
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

等
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ

の
通
り
。
昨
今
で
は
国

の
決
め
た
も
の
に
対
し

て
、
い
ろ
い
ろ
異
議
を

唱
え
る
場
も
活
発
化
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

保
育
料
の
減
免
は
で
き
な
い
か

減
免
は
行
っ
て
い
る

出
生
記
念
品
贈
呈
は

県
内
実
施
市
町
村
は
な
い

介
護
保
険
負
担
割
合
増
の

改
正
阻
止
は

立
法
府
で
あ
る
国
の
権
限
で
あ
る

敬
老
祝
金
の
復
活
を

節
目
節
目
で
支
給
中

ほ
か
に

○�

西
峰
東
西
３
号
線

の
進
捗
は

○�

西
峰
東
西
４
号
線

の
舗
装
は

○�

防
災
マ
ッ
プ
の
進

捗
は

○�

海
抜
表
示
の
看
板
は

吉田　豊 議員
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問
教
育
委
員
会
の
会
議

録
が
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
会
議
の
中
で
の
や

り
と
り
が
全
部
省
略
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
会

議
録
と
い
え
る
の
か
。

答
教
育
長　
省
略
さ
れ

て
い
る
と
の
議
員
か

ら
の
話
だ
が
、
こ
う
い

う
や
り
方
が
上
峰
町
の

定
例
教
育
委
員
会
で
の

会
議
録
と
い
う
こ
と
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
あ
ま
り
に
も
中
身
が

分
か
ら
な
い
。
こ
れ

で
は
会
議
録
と
い
え
な

い
と
思
う
が
。

答
教
育
長　
そ
れ
は
、

教
育
委
員
会
の
や
り

方
と
い
う
こ
と
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

会
議
録
の
中
身
が
分
か
ら
な
い

教
育
委
員
会
の
や
り
方

問
平
成
２７
年
１２
月
１６
日

か
ら
平
成
２７
年
１２
月

１８
日
ま
で
の
３
日
間
、

異
物
混
入
の
関
係
で
給

食
が
停
止
さ
れ
た
。
こ

の
分
の
給
食
費
返
金
の

進
捗
は
。

答
教
育
長　
現
時
点
で

２
人
の
方
と
連
絡
が

で
き
て
い
な
い
。
２
月

末
を
め
ど
に
進
め
る
。

問
返
金
に
関
し
て
は
、

給
食
の
会
計
年
度
は

終
っ
て
い
る
。
監
査
は

ど
う
受
け
た
か
、
決
算

は
ど
の
よ
う
に
報
告
書

を
記
載
さ
れ
た
の
か
。

答
教
育
長　
監
査
に
つ

い
て
は
、
確
か
に
管

を
作
成
し
て
、
小
・
中

校
長
が
監
査
を
し
て
い

る
。学
校
の
流
れ
に
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

学
校
で
通
帳
も
持
た
な

い
の
に
、
決
算
書
を
作

成
で
き
る
の
か
。

答
教
育
長　
教
育
委
員

会
に
通
帳
は
あ
る

が
、
そ
れ
を
も
っ
て
教

育
委
員
会
が
や
り
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
平

成
２７
・
２８
年
度
の
決
算

に
つ
い
て
は
、
と
に
か

く
町
で
作
成
す
る
と
い

う
こ
と
で
今
動
い
て
い

る
。
あ
と
監
査
を
受
け

て
報
告
す
る
。

問
お
金
の
管
理
が
あ
ま

り
に
ず
さ
ん
。
学
校

や
保
護
者
と
連
携
を
取

り
合
う
学
校
給
食
運
営

委
員
会
も
開
か
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
が
。

理
は
今
教
育
委
員
会
、

教
育
長
の
名
前
で
し
て

い
る
。
本
来
は
、
学
校

側
に
通
帳
が
な
い
と
い

け
な
い
。
教
育
委
員
会

は
協
力
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
。

問
実
際
、
学
校
は
こ
れ

ま
で
１
円
も
扱
っ
て

き
て
な
い
。
説
明
責
任

は
教
育
委
員
会
に
あ
る

と
思
う
が
。

答
教
育
長　
学
校
給
食

実
施
に
関
す
る
規
則

で
は
、
会
計
は
学
校
の

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

問
今
ま
で
学
校
給
食
運

営
委
員
会
の
中
で
、

教
育
委
員
会
が
決
算
書

答
教
育
長　
平
成
２８
年

度
か
ら
、
民
間
委
託

で
は
あ
る
が
自
校
式
と

な
っ
た
。
今
ま
で
は
、

町
の
共
同
給
食
セ
ン

タ
ー
等
の
共
同
調
理
場

の
も
の
な
の
で
、
今
現

在
、
運
営
委
員
会
は
開

い
て
い
な
い
。

問
平
成
２８
年
５
月
に
、

２８
年
度
の
給
食
費
の

金
額
を
知
ら
せ
る
プ
リ

ン
ト
が
教
育
長
名
で
、

学
校
給
食
運
営
委
員
会

と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答
教
育
長　
こ
れ
は
、

学
校
給
食
運
営
委
員

会
と
い
う
形
で
、
教
育

長
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
通
帳
か
ら
出
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
。

返
金
の
進
捗
は

２
月
末
を
め
ど
に

原田　希 議員
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問
イ
ベ
ン
ト
等
の
時
、

止
め
る
所
が
な
い
よ

う
な
状
況
な
の
で
駐
車

場
を
確
保
で
き
な
い
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
今

後
に
つ
い
て
検
討
事

項
と
し
て
前
向
き
に
検

討
す
る
。
体
育
館
の
周

辺
、
中
学
校
体
育
館
の

北
側
、
役
場
の
駐
車
場
、

役
場
の
南
の
駐
車
場
、

す
ぱ
ー
く
上
峰
の
駐
車

場
等
、
３
・
４
名
車
に

乗
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

２
，０
０
０
名
の
方
が
応

援
に
来
て
も
大
丈
夫
だ

と
思
っ
て
い
る
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

井上　正宣 議員

問
ま
だ
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
の
段
階
だ
と
い
う

こ
と
か
。

答
町
長　
現
段
階
で
は

基
本
構
想
計
画
策
定

に
お
け
る
条
件
等
の
確

認
や
整
理
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
末
を
め
ど
に

作
業
を
終
え
、
来
年
度
、

基
本
構
想
計
画
の
策
定

に
速
や
か
に
着
手
で
き

る
よ
う
準
備
す
る
。

答
創
生
室
長　
場
所
的

に
そ
の
土
地
を
現
実

的
に
取
得
で
き
る
可
能

問
大
神
中
・
高
等
学
校

と
の
交
流
は
大
丈
夫

か
。答

教
委
事
務
局
長　
今

年
来
て
い
た
だ
く
こ

性
が
あ
る
か
、
ま
た
整

備
手
法
の
選
択
肢
と
し

て
町
が
直
営
で
や
る
の

か
、
直
接
発
注
を
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｆ

Ｉ
で
あ
る
と
か
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
で
あ
る
と
か
、
そ
う

い
っ
た
公
民
連
携
で
あ

る
と
か
、
あ
る
い
は
民

間
の
資
金
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
活
用
が
で
き
る
と
か
、

今
そ
う
い
っ
た
前
提
条

件
の
確
認
を
し
て
い
る
。

と
に
な
っ
て
い
る
。
礼

節
を
重
ん
じ
た
国
で
あ

る
の
で
丁
寧
に
お
迎
え

す
る
。

国
際
交
流
で
の
意
志
疎
通
は

Ｅ
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て

浚渫が待たれる井柳川の川床

問
返
礼
品
の
中
に
上
峰

の
特
産
品
が
少
な
い

と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
で
き
る

限
り
上
峰
町
産
の
も

の
も
返
礼
品
と
し
て
採

用
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
町
内
で
生
産
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
か
、

町
内
の
事
業
者
か
ら
調

達
で
き
る
も
の
を
扱
っ

て
い
る
状
況
だ
。

井
柳
川
の
災
害
対
策
は

下
流
域
か
ら
浚
渫

道
の
駅
の
計
画
は

来
年
度
・
基
本
構
想
計
画

問
満
潮
時
に
天て

ん

端ば

ま

で
、
６０
㎝
か
ら
７０
㎝

ぐ
ら
い
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
そ
れ
に
集
中
豪
雨
が

重
な
っ
た
時
や
、
活
断
層

が
活
発
化
し
て
地
震
が
起

き
た
時
な
ど
を
考
え
る
と

心
配
で
な
ら
な
い
。

答
建
設
課
長　
昨
年
６

月
２２
・
２３
日
に
豪
雨

が
発
生
し
、
時
間
雨
量

６３
ミ
リ
、
そ
の
際
に
も

堤
防
か
ら
す
れ
す
れ
み

た
い
な
と
こ
ろ
で
、
越

水
ま
で
い
か
な
か
っ
た

が
、
そ
う
い
っ
た
状
況

だ
っ
た
。
河
川
事
務
所

が
あ
る
が
、
そ
こ
の
中

で
も
井
柳
川
の
ポ
ン
プ

場
が
毎
秒
５
ｔ
を
城
原

川
に
排
水
稼
働
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
は
１
回
、

１３
時
間
の
稼
働
で
あ
っ

た
。
今
後
、
筑
後
川
河

川
事
務
所
や
土
木
事
務

所
ほ
か
、
関
係
機
関
と

密
接
な
連
携
を
取
り
な

が
ら
災
害
に
備
え
た
体

制
づ
く
り
等
を
図
っ
て

い
く
。

中
学
校
周
辺
の
駐
車
場
は

新
た
に
駐
車
場
確
保
計
画
は
な
い

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は

返
礼
品
の
数
と
し
て
は
現
在
４００
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答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
財
源
の
件
、
給
食
費

滞
納
の
件
等
整
理
す

べ
き
は
整
理
し
な
い
と

い
け
な
い
が
ど
う
か
。

答
町
長　
財
源
は
償
還

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
弾

力
性
が
増
し
、
サ
ー
ビ

ス
に
拡
充
で
き
る
余
地
、

１
億
１
，０
０
０
万
円
の

う
ち
４
，２
０
０
万
円
を

継
続
し
て
提
供
す
る
。

滞
納
整
理
は
私
会
計
方

式
の
中
で
そ
の
情
報
処

理
を
学
校
長
に
お
願
い

す
る
よ
う
教
育
委
員
会

に
動
い
て
も
ら
う
よ
う

に
指
示
し
た
い
。

問
米
麦
大
豆
栽
培
か
ら

他
の
野
菜
栽
培
も
可

と
す
る
フ
ォ
ア
ス
整
備

が
成
さ
れ
た
今
、
計
画

的
な
複
合
栽
培
推
進
に

よ
り
農
家
の
収
入
増
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

加
え
て
補
助
事
業
も
も

ち
ろ
ん
だ
が
各
種
制
度

資
金
の
有
効
利
用
も
Ｐ

Ｒ
す
べ
き
だ
。

問
町
の
Ｐ
Ｒ
に
は
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と

設
定
に
む
け
検
討
さ
れ
た

結
果
は
ど
う
か
。

答
創
生
室
長　
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
を
造
る
に
も

色
々
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
を
経
て
何
を
シ
ン
ボ
ル

に
す
る
か
検
討
中
。
ち
な

み
に
食
品
販
売
フ
ェ
ア
や

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
は
町
木

問
年
功
序
列
主
義
か
ら

能
力
主
義
で
の
評
価

に
移
行
し
、
上
司
が
部

下
を
評
価
す
る
時
に
町

民
の
方
の
職
員
評
価
も

加
味
し
て
評
価
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
総
務
課
長　
１０
月
～

３
月
ま
で
半
年
の
業

務
評
価
、
４
月
～
９
月

ま
で
半
年
の
業
務
評
価
、

要望
子
ど
も
は
町
の
宝
、

そ
の
健
全
育
成
の
た

め
他
町
に
先
が
け
て
是

非
給
食
費
無
料
化
を
実

現
し
て
ほ
し
い
。

答
産
業
課
長　
隣
町
に

Ｊ
Ａ
の
カ
ッ
ト
野
菜

（
玉
ネ
ギ
）
工
場
、
漬
物

工
場
（
白
菜
）
が
で
き

る
が
、
市
場
の
動
向
、

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ａ
が
把
握
さ
れ
て
お
り

農
家
に
指
導
し
て
も
ら

い
、
制
度
資
金
に
つ
い

て
は
広
報
等
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

椿
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

マ
ー
ク
を
使
用
し
、
鎮

西
山
関
連
で
は
椿
を
シ

ン
ボ
ル
に
活
用
す
る
。

答
町
長　
町
の
特
産
品

メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
考

え
る
視
点
と
町
民
の
意

見
を
聞
き
構
築
す
る
視

点
を
持
ち
な
が
ら
、
タ

ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

構
想
が
で
き
た
後
に
計

画
す
る
。

給
食
費
無
料
化
を
是
非
実
現
へ

子
ど
も
達
に
給
食
を
無
償
で
提
供
し
た
い

農
産
物
の
複
合
栽
培
を
推
進

せ
よＪ

Ａ
、
普
及
所
と
連
携
し
進
め
て
い
く

人
事
評
価
制
度
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か

平
成
２８
年
１０
月
か
ら
、
業
績
、
能
力
、

態
度
の
評
価
実
施

大川　隆城 議員給食の調理風景

町のマスコットキャラ
はどうなった

タウンプロモーション構想
策定後に計画していく

そ
し
て
１
年
間
の
能
力

と
態
度
評
価
の
形
で
年

２
回
の
ス
タ
ン
ス
で
評

価
を
し
て
い
く
。
町
民

か
ら
の
意
見
等
は
対
象

外
で
、
人
事
評
価
制
度

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

業
績
、
能
力
、
態
度
で

の
評
価
を
す
る
も
の
で
、

求
め
る
職
員
像
を
実
現

す
る
た
め
職
員
一
人
一

人
の
現
状
を
知
り
、
強

み
、
弱
み
を
分
析
し
人

材
育
成
と
し
て
の
人
事

評
価
制
度
に
し
て
い
き

た
い
。

ほ
か
に

　
「
意
見
箱
（
仮
称
）」

の
設
置
は
ど
う
か
。
町

内
全
域
か
ら
広
く
意
見

を
聞
く
た
め
に
、
各
地

区
に
「
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。
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一
般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
平
成
２８
年
度
決
算
見

込
み
で
、
町
債
（
借

金
）
高
と
基
金
（
貯
金
）

高
の
残
高
は
。

答
財
政
課
長　

町
債

（
借
金
）
は
平
成
１９

年
度
で
１２４
億
円
か
ら
平

成
２８
年
度
決
算
見
込
み

で
８３
億
円
に
な
り
、
４１

億
円
減
少
し
た
。

　

基
金
（
貯
金
）
は
平

成
１９
年
度
で
４
億
円
か

ら
平
成
２８
年
度
決
算
見

込
み
で
２２
億
円
に
な
り
、

１８
億
円
増
加
し
た
。

要望
８
年
間
経
費
節
減
等

成
し
と
げ
、
財
政
健

問
公
園
利
用
者
が
和
式

ト
イ
レ
使
用
時
に
不

便
を
き
た
す
と
の
声
を

聴
く
。
下
水
道
整
備
さ

れ
た
今
、
洋
式
化
は
常

識
だ
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
提
供

す
る
上
で
、
和
式
か
ら

洋
式
へ
の
切
替
は
当
然

だ
と
考
え
る
。
強
く
要

問
去
る
１
月
１６
日
の
真

昼
間
に
イ
ノ
シ
シ
が

出
没
し
、
非
常
に
危
険

状
態
に
あ
る
。
町
民
の

不
安
を
解
消
す
る
対
策

は
。答

産
業
課
長　

そ
の

後
、
３
度
ほ
ど
出
没

し
た
情
報
が
あ
る
。
捕

問
大
雨
時
に
国
道
よ
り

中
の
尾
団
地
東
側
道

路
側
溝
へ
雨
水
が
流
入

し
、
宅
地
内
は
勿
論
、

道
路
冠
水
状
態
に
な
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
迷
惑

し
て
い
る
と
の
声
あ
り

だ
、
し
っ
か
り
と
対
応

す
べ
き
だ
。

答
建
設
課
長　
大
雨
時

に
国
道
よ
り
の
流
れ

問
中
学
校
西
側
の
民
地

境
付
近
が
崩
壊
状
態

に
あ
り
危
険
を
感
じ
て

い
る
と
の
声
を
聴
く
。

対
応
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
法

面
付
近
に
水
道み

ち
が
で

全
化
確
保
さ
れ
た
。
我

慢
い
た
だ
い
た
町
民
の

皆
様
へ
遅
れ
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か
り

と
実
行
す
べ
し
。

望
す
る
。

答
財
政
課
長　
各
課
管

理
公
園
の
屋
外
ト
イ

レ
（
和
式
）
の
利
用
に

つ
い
て
、
高
齢
者
の
皆

様
等
に
不
自
由
か
け
ぬ

よ
う
に
要
望
等
を
ま
と

め
洋
式
化
に
向
け
て
検

討
す
る
。

獲
に
向
け
て
、
外げ

記き

た

め
池
東
面
に
箱
わ
な
２

カ
所
、
く
く
り
わ
な
２

カ
所
設
置
し
た
。

要望
町
の
中
心
市
街
地
に

出
没
し
た
事
件
だ
。

町
で
の
定
期
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
と
安
全
安
心

確
保
に
努
め
る
べ
し
。

込
み
で
、
は
け
な
い
状

況
は
把
握
し
て
い
る
。

水
路
環
境
を
広
げ
る
こ

と
で
、
多
額
の
予
算
に

な
る
。

　

２
年
く
ら
い
前
に
も

議
員
か
ら
指
摘
を
受
け

て
い
る
。
今
後
予
算
措

置
に
向
け
て
検
討
を
是

非
行
う
。

き
、
崩
れ
て
い
る
。
排

水
問
題
を
検
討
し
、
整

備
計
画
策
定
を
行
う
。

現
在
の
町
債
高
と
基
金
高
は

町
債
は
４１
億
円
減
で
８３
億
円
！！

基
金
は
１８
億
円
増
で
２２
億
円
！！

公
園
の
和
式
ト
イ
レ
の
改
良

計
画
は

要
望
等
を
ま
と
め
洋
式
化
に
向
け
検
討

中
の
尾
団
地
東
側
道
路
側
溝

改
良
は

今
後
予
算
措
置
へ
向
け
検
討

中
学
校
西
の
民
地
境
崩
壊
状

態
対
応
は

排
水
問
題
含
め
て
整
備
計
画
を
行
う

起債残高、基金残高の年度別推移

ほ
か
に

○�

中
央
公
園
の
管
理

用
具
の
適
正
活
用

は
。

碇　勝征 議員

イ
ノ
シ
シ
対
策
は

箱
わ
な
等
設
置

130
120
110
100
90
80
70

19（年度→） 20 21 22 23 24 25 26 27

124,48

89,66

■
起
債
残
高
（
億
）
■
基
金
残
高
（
億
）

30
25
20
15
10
5
0

4,16

23,18
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一
般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
昨
年
１２
月
末
に
返
礼

品
と
し
て
上
峰
牛
が

全
く
使
用
さ
れ
て
い
な

い
と
の
肥
育
部
会
の
声

が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
の
現
状
は
。

答
創
生
室
長　
生
産
者

か
ら
Ｊ
Ａ
指
定
の
食

肉
セ
ン
タ
ー
へ
出
荷
が

あ
れ
ば
、
上
峰
牛
を
指

定
し
て
調
達
が
可
能
と

の
返
答
を
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
春
か
ら
夏

を
目
途
に
ふ
る
さ
と
納

税
業
務
受
託
業
者
・
Ｊ

Ａ
・
流
通
販
売
事
業
者

等
の
関
係
者
と
協
議
を

問
昨
年
の
１２
月
議
会
に

お
い
て
は
議
会
議
員

の
費
用
弁
償
を
改
正
す
る

条
例
案
の
提
出
で
、
行
政

お
よ
び
町
民
の
皆
様
に
は

多
大
な
る
御
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
件
は
議
員
全
員

で
協
議
、
全
員
一
致
し

決
定
し
た
案
件
で
、
こ

の
所
管
が
総
務
厚
生
委

員
会
に
附
属
す
る
こ
と

で
、
た
だ
単
に
委
員
長

で
あ
る
私
が
提
案
し
た

だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

報
道
等
も
含
め
、
誤
解

を
生
む
よ
う
な
こ
と
に

な
り
全
員
で
協
議
の
上
、

撤
回
を
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

議
会
議
員
の
そ
れ
ぞ

れ
が
有
権
者
の
皆
様
か

ら
押
し
上
げ
て
い
た
だ

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
は
月
に
一
度
提
出
さ

れ
る
受
託
業
者
か
ら
の

業
務
報
告
書
・
返
礼
品

業
者
か
ら
の
請
求
書
お

よ
び
内
容
明
細
書
で
確

認
を
行
い
な
が
ら
業
務

を
遂
行
し
て
い
る
。

問
返
礼
品
リ
ス
ト
の
中

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

掲
載
分
（
上
峰
産
チ
ー

ズ
タ
ル
ト
・
上
峰
豚
な

ど
）
と
違
う
商
品
名
が

あ
る
が
な
ぜ
か
。

答
町
長　
上
峰
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
こ
と
で
こ

の
よ
う
な
状
況
が
生
ま

し
て
い
く
。

問
返
礼
品
の
流
れ
、

チ
ェ
ッ
ク
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
創
生
室
長　
寄
附
は

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
を
通
じ
て
受
託
業
者

が
確
認
し
、
指
定
さ
れ

た
品
を
返
礼
品
業
者
へ

発
注
、
寄
附
者
へ
配
送

と
い
う
流
れ
に
な
っ
て

い
る
。
一
連
の
手
続
き

は
配
送
の
確
認
ま
で
、

寄
附
者
の
管
理
シ
ス
テ

ム
で
町
・
受
託
業
者
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
チ
ェ
ッ

ク
が
で
き
る
よ
う
に

い
て
お
り
、
行
政
府
と

立
法
府
の
違
い
も
明
確

に
あ
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、誇
り
と
責
任
を
持
っ

て
発
言
を
し
、
行
動
も

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

町
長
の
５０
％
給
与

カ
ッ
ト
は
、
私
が
知
る

限
り
、
平
成
２１
年
度
６０

万
３
，０
０
０
円
、
平
成

２２
年
度
か
ら
平
成
２４
年

度
３５
万
５
，０
０
０
円
、

現
在
は
７０
万
９
，０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
町
長　
５０
％
カ
ッ
ト

は
実
施
し
た
が
記
憶

に
な
い
の
で
報
告
で
済
ま

せ
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
効
用
を
最
大
化
す
る
の
が
務
め

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

５０
％
カ
ッ
ト
は
３
年
間
実
施

漆原　悦子 議員

ほ
か
に

○
副
町
長
問
題

○
滞
納
問
題

○
高
齢
者
支
援

れ
た
。
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
の
掲
載
基
準
に
違

反
す
る
も
の
で
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

他
の
自
治
体
同
様
の
取

り
扱
い
方
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
返
礼
品
競
争

の
是
正
の
基
準
は
総
務

省
が
設
け
る
べ
き
で
あ

る
し
、
各
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
が
設
け
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
制
度
の
中

で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

最
大
限
、
効
用
を
最
大

化
す
る
こ
と
が
務
め
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ふるさと納税返礼品パンフレット
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議
会
活
動

議
長
挨
拶

議
長　
寺
﨑　
太
彦

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し
が
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
昨
年
の
８
月
に
、

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
予
算
当
初
予

算
額
が
１０９
億
２
，６
６
９
万
円
、
前
年
度

と
比
べ
て
約
１２８
％
（
平
成
２８
年
度
予
算

額
８５
億
８
０
７
万
円
）
と
大
幅
増
と
な

り
、
町
と
し
て
は
、
予
算
規
模
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
は
、
町
と
し
て
余
裕
が

で
き
ま
し
た
。
予
算
規
模
が
大
き
く
な
っ

た
の
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
増
加
し

た
た
め
で
す
。全
国
に「
ふ
る
さ
と
納
税
」

が
浸
透
し
、
平
成
２７
年
度
は
約
２０
億
円
、

平
成
２８
年
度
は
約
４４
億
円
（
町
部
門
全

国
１
位
）
と
全
国
か
ら
寄
附
金
が
集
ま

り
、
今
年
は
、
全
国
の
自
治
体
間
の
競

争
が
激
化
し
、
上
峰
町
も
今
ま
で
以
上

に
Ｐ
Ｒ
の
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
し
て
も
、
財
政
改
善
が
目
に

見
え
て
き
て
、
事
業
の
執
行
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

議長交際費の支出状況（平成2８年度下半期）

区分 支出金額 支出内容

会費 5,０００円 上峰町遺族会懇談会

〃 5,０００円 三神地区環境事務組合懇親会

お礼 ６,４８０円 振興常任委員研修受け入れ先へ

〃 ６,４８０円 総務厚生常任委員研修受け入れ先へ

合計 22,９６０円

議会を
傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴し

ていただき、ありがとうございます。

　次回の定例会の会期は、６月９日

（金）から1６日（金）までを予定して

います。

　一般質問は12日（月）および1３日

（火）の予定です。詳しい日程は町

ホームページでご確認ください。
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議
案
審
議

会計名 予算額

一般会計 1０９億2,６６９万2千円

特
別
会
計

国民健康保険 1０億5,８４４万４千円

後期高齢者医療 ９,5７６万４千円

土地取得 １万４千円

農業集落排水 5億2,０８３万３千円

特別会計合計 1６億７,5０5万5千円

総　合　計 12６億1７４万７千円

会 計 別 予 算

　平成2９年第１回臨時会が３月３日に開催され、平成2９年度当初予
算が議案審議、討論、採決の結果、全員賛成で可決されました。

町道補修等工事

町道八枚坊所
新村線舗装工事

防災行政無線
保守点検委託料

鎮西山樹木管理委託料

基幹系システム
クラウドサービス
利用料ふるさと納税

業務委託料

3,162万５千円

2,540万円

296万円

1,000万円

3,663万５千円

１億650万２千円
ふるさと納税の返礼品発送業務委託。
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審
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平成2９年度一般会計予算
平成2９年�第１回臨時会

1０９億2,６６９万2千円

病後児保育事業補助金ICT推進員
配置事業
委託料

入学祝金学校給食調理業務委託料

子どもの医療費助成

240万７千円

396万４千円

220万円2,970万

3,860万円

　認定こども園開
園に伴い病後児保
育補助。　ICTを活用した授業の

支援、機器のメンテナン
スなど、ICT機器の利活
用等推進員を配置。

　　　対象者は1８歳まで。
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案
審
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　平成2９年第２回臨時会が３月３1日開催され、一般会計補正予算（第１号）として３,1００万円計上され、議案審議、
討論、採決の結果、全員賛成で可決されました。また農業委員会関係の定数条例も可決されました。

農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
条
例

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２６
年
法

律
第
８８
号
）
の
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る

も
の
。

◎
農
業
委
員
の
定
数

　
　
６
人
と
す
る
。

　
選
出
方
法

　
　
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
。

◎
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数

　
　
４
人
と
す
る
。

　
選
出
方
法

　
　
農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

全
員

賛
成

第２回臨時会で
こんな
ことが

決まりました
３議案が可決！

平成2９年

農業委員と農地利用最適化推進委員の役割

＜農業委員＞
①農地法に基づく許認可業務
②農地等の利用の最適化の推進に関する指針の作成・見直し
③農用地利用集積計画の決定
④農地転用許可にあたっての具申すべき意見の決定
⑤農地の利用集積に関する話合いの推進
⑥農地の利用状況調査、利用意向調査
⑦遊休農地対策に関する方針の決定・実行
⑧無断転用に関する方針の決定
⑨新規参入等に関する情報の収集
⑩その他、農業委員会で必要と認められる事項

＜農地利用最適化推進委員＞
①農業委員会総会において推進委員としての意見を述べる
②農地の利用の最適化の推進に関する指針を踏まえての現
　場での活動
③農地の権利移動等に関する現地調査等
④農地の利用集積に関する話合いの推進
⑤農地中間管理機構との連携活動
⑥農地集積を推進するための農地の出し手・受け手の掘り
　起こし活動
⑦農地の利用状況調査、利用意向調査
⑧遊休農地の発生防止・解消に向けた現場活動（所有者へ
　の働きかけ等）
⑨無断転用撲滅に向けての周知活動と是正等の現場活動
⑩人・農地問題解決に係る重点区域等への支援
⑪その他、農業委員会で必要と認められる事項
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議
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審
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歳入
109億

5,769万2千円

歳出
109億

5,769万2千円

町税
13億6,683万3千円
12.5%

地方交付税
8億8,904万9千円
8.1% 国庫支出金

4億5,425万9千円
4.1%
県支出金
2億7,730万3千円
2.5%

繰入金
33億6,522万9千円
30.7%

町債
1億7,087万7千円
1.6%

寄附金
40億19万7千円
36.5%

その他
4億3,394万5千円
4.0%

総務費
74億8,174万3千円
68.3%

民生費
12億2,752万円
11.2%

衛生費
6億1,859万5千円
5.6%

農林水産業費
3億7,942万1千円
3.5%

土木費
1億4,296万1千円
1.3%

教育費
3億9,041万1千円
3.6%

公債費
4億1,319万5千円
3.8%

その他
1億4,432万3千円
1.2%

消防費
1億5,952万3千円
1.5%

「
道
の
駅
」基
本

構
想
策
定
に

３
，０
０
０
万

　

町
の
活
性
化
に
む
け
て
「
道

の
駅
」
基
本
構
想
策
定
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

２９
年
度
末
ま
で
に
基
本
構
想
を

策
定
し
、
平
成
３０
年
か
ら
実
施
設

計
へ
、
と
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
商
業
地
域
の
再
開

発
と
併
せ
て
「
道
の
駅
」
基
本
構

想
の
策
定
を
早
め
に
取
り
組
む

た
め
に
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎財政調整基金からの繰入金� ３,1００万円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎道の駅基本構想策定委託料� ３,０００万円
◎道の駅関連旅費（関連省庁打ち合わせ等） 1００万円

一 般 会 計

本会期までの累計

平成2９年度　　正予算補
３，１00万円増額して、総額１0９億５，７6９万２千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。
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■
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
☎
0９52−

52−
2184

■
上
峰
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

上
峰
町

検
　
索

➡

がんばれ　上中 部活動紹介！

上
峰
議
会
だ
よ
り
　
181号

　
平
成
2９年

４
月
24日

発
行

■
発
行
／
上
峰
町
議
会

８

　私たち女子卓球部は、現在、２年生６
名で日々の練習を頑張っています。
　私たちの目標は「県中学校総合大会」
に団体で出場することです。格上の相手
にも勇気をもって当たり、たとえ負けて
いても最後の１点まで諦めずに勝つ気で
挑んでいきます。メンバーの中には、九

州大会にも出場する実力者がいますが、
団体では未だに公式戦で勝ったことがあ
りません。チーム全体で、技術面・体力面・
精神面のレベルアップを図っていきたい
と考えています。練習中にとてもきつく
なり、やめてしまいたいと思うこともあ
ります。でも、そんな時には、仲間が励
まし支えてくれます。どんなときでも笑
顔を忘れない、楽しく愉快なチームです。
　これからも、仲間たちと心で支え合い
ながら、一歩ずつ前に進んでいきます。
地域のみなさんの応援をよろしくお願い
します。

顧 問 新開祐二・千住　浩
主 将 鶴　美咲
副主将 中埜美月

女子卓球部

　

新
年
度
を
迎
え
、
新
た

な
環
境
で
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
れ
た
方
々
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
新
し
く
２

園
の
認
定
こ
ど
も
園
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
の
割
合
が
多

い
町
に
と
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
基
盤
が
整
備
さ
れ
る

の
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

多
様
な
意
見
か
ら
一
つ

を
導
く
こ
と
の
難
し
さ
、

ま
た
そ
れ
を
限
ら
れ
た
紙

面
で
伝
え
る
こ
と
の
難
し

さ
を
、
編
集
の
度
に
痛
感

し
て
い
ま
す
が
、
分
か
り

や
す
く
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
原
田
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り

�

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
大
川　
隆
城

副
委
員
長　
田
中　
靜
雄

委
員　
　
　
原
田　
　
希

委
員　
　
　
吉
田　
　
豊

委
員　
　
　
向
井　
　
正

行事への参加� １月～３月

１月４日　上峰町新年賀詞交歓会
１月８日　上峰町成人式
１月１５日　消防団出初式
２月１日　郡内全議員研修会
２月２６日　上峰幼稚園音楽発表会
３月１０日　上峰中学校卒業式
３月１７日　上峰小学校卒業式
３月３０日　認定こども園かみみね幼稚園落成式 ▲上峰小学校卒業証書授与式
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